
 
事例紹介 「東北のおやじのネットワークを!」 
     －三戸郡階上町立階上中学校親父の会の挑戦－ 
   
事例提供 青森県三戸郡階上町立階上中学校親父の会 
     代表幹事  
     須藤 留吉（すどう とめきち）氏 
 

顧問 
山田 惠治（やまだ けいじ）氏 

 

 ６月１５（土）に平成２５年度「第１回お父さんたちのネットワーク会議」を開催しました。 

 今回は，“東北のおやじのネットワークを”をテーマに，青森県から三戸郡階上町立階上中学校親父の会

代表幹事の須藤 留吉さん，顧問の山田 惠治さんをお迎えし，親父の会設立の経緯，諸活動，取組がも

たらした子どもたちの変化等についてお話をいただきました。 

 

「おやじの出番」 

 学校の状況を何とかよい方向に変えていきたい。学校を変える，子どもたちを変える。その一手段とし

て当時の校長先生は一つの提案をされました。「親父の会をつくりましょう。」 

 その思いに共感した山田さんはじめ８０余名の会員で平成９年９月，階上中学校親父の会が発足。 

「子どもたちと一緒にやること」 

 親父の会としての最初の取組は文化祭での焼きそばづくり。以後，親子標語，親子ふれあいウォーク， 

中総体への応援，綱引き，餅つき，樹木の剪定，体育祭のパネル台の設置・・・。 

 あくまで，子どもたちと同じ目線で，子どもたちと同じ体験を共有していこうとする親父たちの姿がそ

こにはありました。 一緒に活動する，その姿を子どもたちは見る。 

「餅つきだってね。難しいんですよ。杵の先端が重いでしょ。安定しないんです。ぐらぐらする。でも，親父

がやると違うんです。安定する。（それを見ていた）子どもたちは自然と言うんです。「すげぇ。」と。」 

山田さんはにこやかに話されました。 

「“階上スタイル”」 

 階上中親父の会では設立当初から今日に至るまで家庭向けの「親父の会会報」を発行し，活動の報告

を行っていると現代表幹事を務める須藤さんからお話がありました。 

行事的な関わり＋広報を通じた関わりをとおして，子ども，家庭，学校，地域にも顔が見える存在である

こと。“階上スタイル”な親父の会としてのあり方が表れていると感じました。 

「親には（子どもを）育てる義務と守る義務がある。」 

山田さんのこの熱い思いが現代表幹事の須藤さんに受け継がれ，OB が支援をしながら活動を展開す

る階上中学校親父の会。その取組にお父さんたちの関わり方の一つの形を学んだ会議となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度協働教育基盤形成事業 

第１回お父さんたちのネットワーク会議 
日時 : 平成２５年６月１５日（土）午後７時～午後８時３０分 
場所 : 中新田公民館 第一研修室 参加者２０名 

 

＜趣旨＞ 

 県内外のおやじの会の活動紹介や情報交換を通して，父親の家庭教育や地域活動への参加意識を啓発し，
社会全体で子育てをしようとする気運の醸成を図る。 

＜当日の主な日程＞ 
1８:３0～1９:０0 
 受付 
 
1９:００～２０:００ 
事例紹介・情報交換 
 
２０:１０～２０:３０ 
全国おやじサミット 
情報交換 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から，山田 惠治さん，須藤 留吉さん，お父さんたちのネットワーク石垣 政裕さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議出席者の自己紹介           全国おやじサミット inみやぎの情報交換 

 

第２回お父さんたちのネットワーク会議（※日時，場所等変更になる場合もございます。） 

日 時・・・平成２５年８月１０日（土）午後７時～午後８時３０分（予定） 

場 所・・・白石市中央公民館（予定） 

内 容・・・県内外のお父さんたちの活動紹介，全国おやじサミット inみやぎについて（予定） 


